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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建材試料から放散される揮発性有機化合物その他の放散ガスの濃度を測定する時に用い
られる放散ガス測定用器具であって、
　前記建材試料を収容するとともに該建材試料が出し入れ可能な開口を有する容器本体と
、
　前記開口を開閉可能に密閉する蓋部材と、
　前記建材試料の放散ガスを光触媒を介して光化学反応により分解させるための波長の光
を発する光源と、
　前記容器本体内に設けられ、前記容器本体内に収容された建材試料に対して前記光源の
光が直接照射されるように前記光源が交換可能に取り付けられるランプソケットと、
　前記容器本体に設けられ、前記建材試料から放散されるガスを前記容器本体外へ導出す
るガス採取口と、
　を備えることを特徴とする建材の放散ガス測定用器具。
【請求項２】
　前記ガス採取口には、前記建材試料から放散されるガスの濃度を測定するガス検出手段
が接続されることを特徴とする請求項１記載の建材の放散ガス測定用器具。
【請求項３】
　前記ランプソケットは前記建材試料に対して離間する方向及び接近する方向に移動可能
に設けられていることを特徴とする請求項１記載の建材の放散ガス測定用器具。
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【請求項４】
　前記ランプソケットに取り付けられた前記光源から発する光の強さは、該光源に供給さ
れる電力を調整することにより調節されるように構成されていることを特徴とする請求項
１記載の建材の放散ガス測定用器具。
【請求項５】
　前記容器本体には前記建材試料を加熱して該建材試料からのガスの放散を促進する加熱
手段が付設されていることを特徴とする請求項１記載の建材の放散ガス測定用器具。
【請求項６】
　前記容器本体に前記建材試料のガス吸着性能を測定するための特定ガスを注入するガス
吸入口が設けられていることを特徴とする請求項１記載の建材の放散ガス測定用器具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、建材から放散されるホルムアルデヒドやトルエンなどの揮発性有機化合物や二
酸化炭素等の無機質系ガスの濃度を測定する時に用いられる建材の放散ガス測定用器具に
関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、建材から放散されるホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、アンモニアなどの揮
発性有機化合物の濃度を測定する時に用いられる容器には、ガラス製の容器、プラスチッ
ク製の容器、金属製の容器またはガスバリア機能を有するプラスチック袋などが利用され
る。
これらの容器を用いて建材の揮発性有機化合物の濃度を測定する場合は、容器内に被測定
試料を構成する片状の建材を封入状態に収容し、この建材試料から放散される揮発性有機
化合物を捕集し、この捕集された揮発性有機化合物を容器から検知管またはガス分析装置
等に取り込むことにより、建材試料から放散された揮発性有機化合物の濃度を測定するよ
うにしている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、従来の揮発性有機化合物測定に用いられるガラス製の容器には、一般にホウケイ
酸ガラスが用いられることが多いため、３３０ｎｍ以下の紫外線領域の光が透過しにくい
。また、金属製の容器では、光を完全に遮断してしまう。その結果、紫外線領域の波長の
光をこれら容器の外側から容器内の建材試料に照射することにより、建材試料からの有機
物ガスを分解したりすることができない。
また、ガスバリア機能を有するプラスチック袋からなる容器は、低分子の揮発性有機化合
物の漏出を防止できるが、プラスチック袋の口を完全に密閉することができないため、建
材試料からの揮発性有機化合物が密閉の不完全なプラスチック袋の口部から漏れてしまい
、有機物ガスの正確な濃度測定ができないという問題がある。
また、プラスチック製の容器は、紫外線領域の波長が透過しにくいため、紫外線領域の波
長の光を容器の外側から容器内の建材試料に照射して建材試料の有機物ガスを分解したり
することができないという問題がある。
【０００４】
本発明は、上述のような従来の問題を解決するためになされたもので、容器本体の構成材
質に左右されることなく、建材試料に必要な波長の光エネルギーを供給可能にして、ガス
の放散促進や放散ガスの光化学反応による分解を容易に実現できるとともに、放散ガスの
漏出をなくして、より正確なガス濃度測定を可能にした建材の放散ガス測定用器具を提供
することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために本発明は、建材試料から放散される揮発性有機化合物その他
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の放散ガスの濃度を測定する時に用いられる放散ガス測定用器具であって、前記建材試料
を収容するとともに該建材試料が出し入れ可能な開口を有する容器本体と、前記開口を開
閉可能に密閉する蓋部材と、前記建材試料の放散ガスを光触媒を介して光化学反応により
分解させるための波長の光を発する光源と、前記容器本体内に設けられ、前記容器本体内
に収容された建材試料に対して前記光源の光が直接照射されるように前記光源が交換可能
に取り付けられるランプソケットと、前記容器本体に設けられ、前記建材試料から放散さ
れるガスを前記容器本体外へ導出するガス採取口とを備えることを特徴とする。
【０００６】
　本発明の建材放散ガス測定用器具においては、建材試料の放散ガスを光触媒を介して光
化学反応により分解させるための波長の光を出す光源をランプソケットに取り付けること
により、容器本体の構成材質に左右されることなく、建材試料に必要な波長の光エネルギ
ーを供給することができ、これにより、ガスの放散促進や放散ガスの光化学反応による分
解を容易に実現できるとともに、容器本体をガスの漏出がない材質を用いて構成すること
ができ、これに伴い、より正確なガス濃度測定が可能になる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
図１は本発明の実施の形態における建材放散ガス測定用器具の全体の構成図、図２は図１
のＡ－Ａ線に沿う拡大縦断面図、図３は本発明の実施の形態にかかる建材放散ガス測定用
器具を用いて建材の放散ガス濃度の経時変化を表した図であり、図４は従来における測定
用器具を用いて建材の放散ガス濃度の経時変化を表した図である。
【０００８】
　図１及び図２において、放散ガス測定用器具１０は、被測定試料である建材試料１２か
ら放散される揮発性有機化合物や無機質系ガスの濃度を測定する時に用いられるもので、
容器本体１４と、蓋部材１６と、光源１８と、ランプソケット３４と、ガス採取口２０と
、ガス注入口２２と、加熱手段２４等を備えている。
　上記建材試料１２としては、塗装を施した塗り板、石膏ボードや岩綿吸音板などの無機
質系建材、フローリングや合板などの木質建材、壁紙及び畳などである。
　上記揮発性有機化合物としては、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、アンモニア
、トリメチルアミン、酢酸、その他の化合物で、常温で揮発する物性の物質である。また
、無機質系ガスとしては、二酸化炭素や水蒸気（湿気）などの物質である。
【０００９】
上記容器本体１４は、所定大きさの片状に形成された被測定用の試料である建材試料１２
を収容するものであり、全体構造は、図１及び図２に示すように矩形状の四側面及び底面
が気密に閉塞され、かつ上面が開放された四角筒状を呈し、ホウケイ酸ガラス等のガラス
材またはステンレス等の金属材から成形されている。
また、容器本体１４の上面にある開口１４１は建材試料１２の出し入れを可能にするもの
で、この開口１４１は、開閉可能な蓋部材１６により気密に閉塞される構成になっている
。この蓋部材１６は、容器本体１４と同様なガラス材またはステンレス等の金属材から成
形され、そして、容器本体１４の開口１４１の外周縁部１４１ａと、これに対向する蓋部
材１６の外周縁部１６１との接触面間には、図２に示すように、建材試料１２から放散さ
れる揮発性有機化合物や無機質系ガスが容器本体１４外は漏出しないように、真空グリー
スまたはシリコンパッキングなどからなる封止手段２６が設けられている。
【００１０】
　ランプソケット３４には光源１８が取り付けられ、光源１８は、容器本体１４内に収容
された建材試料１２の放散ガスを光化学反応により分解するための波長の光、または建材
試料１２からのガスの放散を促進するための波長の光を建材試料１２に対して直接照射す
るものであり、この光源１８のうち、建材試料１２の放散ガスの分解に適用される光源１
８としては、白熱ランプ、蛍光ランプ、ハロゲンランプ、キセノンランプまたはＨＩＤラ
ンプなどがある。また、建材試料１２からのガスの放散を促進するための光源１８として
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は、赤外線ランプなどがある。
　このような光源１８は、図１及び図２に示すように、容器本体１４内の底面への建材試
料１２の配置個所と相対向する建材試料１２の上方に位置するようにして、蓋部材１６の
中央箇所に支持機構２８により吊り下げ状態で上下動可能に支持されている。
【００１１】
上記支持機構２８は、図１及び図２に示すように、蓋部材１６の中央箇所にこれを貫通す
るようにして気密に設けられた支持ブロック２８１と、この支持ブロック２８１にこれを
上下に貫通して上下方向に移動できるように設けられた支持ロッド２８２と、この支持ロ
ッド２８２の外周面と支持ロッド２８２が貫通する支持ブロック２８１の貫通穴２８１ａ
の外周面との間に設けられた気密保持用のシール材２８３と、支持ブロック２８１に支持
ロッド２８２と直角な方向に螺合され支持ロッド２８２を支持ブロック２８１に固定する
締付ねじ２８４を備えている。
【００１２】
このような支持機構２８の支持ロッド２８２内には、図２に示すように、電源コード３０
が配線されており、この配線に伴う支持ロッド２８２内の配線空間はシール材３２により
密封されている。そして、電源コード３０の一端に接続されたランプソケット３４は容器
本体１４内への支持ロッド２８２の下端に固定され、このランプソケット３４には上記光
源１８が交換可能に取り付けられている。また、上記支持ロッド２８２の上端から引き出
された電源コード３０は、図１に示すように可変電圧調整器３６に接続されている。この
可変電圧調整器３６は、光源１８に供給される電圧を調節するもので、この光源１８への
供給電圧を調節することにより、光源１８の発光強度を調節できるように構成されている
。また、この可変電圧調整器３６には、ＡＣ１００Ｖの商用電源が供給される構成になっ
ている。
【００１３】
上記ガス採取口２０は、建材試料１２から放散された揮発性有機化合物や無機質系ガスを
容器本体１４外へ導出するためのもので、図１に示すように、細いガラス製パイプまたは
細い金属製パイプからなり、このパイプ状のガス採取口２０は蓋部材１６に貫通するよう
にして固定され、そして、ガス採取口２０の蓋部材１６への貫通箇所は気密にシールされ
ている。また、ガス採取口２０には、これを開閉するコック２０１が設けられている。ま
た、ガス採取口２０の外方突出端には、建材試料１２から放散されたガスの濃度を測定す
るガス検出手段３８が接続されている。
上記ガス検出手段３８としては、建材試料１２の放散ガスと反応して変色などさせること
によりガス濃度を検知できるような検知管、または高速液体クロマトグラフィやガスクロ
マトグラフィなどの機器分析装置が用いられる。
【００１４】
上記ガス注入口２２は、建材試料１２のガス吸着性能を測定するための特定ガス、例えば
トルエンやアンモンにアなどのガスを注入するためのもので、図１に示すように、細いガ
ラス製パイプまたは細い金属製パイプからなり、このパイプ状のガス注入口２２は蓋部材
１６に貫通するようにして固定され、そして、ガス注入口２２の蓋部材１６への貫通箇所
は気密にシールされている。また、ガス注入口２２には、これを開閉するコック２２１が
設けられている。また、ガス注入口２２の外方突出端には、図示省略した上記特定ガスの
供給源が接続されるようになっている。
【００１５】
前記加熱手段２４は、建材試料１２を加熱して、この建材試料１２からのガスの放散速度
を促進するためのものもで、建材試料１２に対する加熱温度を調節できる電気ヒータ方式
のものから構成されている。また、この加熱手段２４は、図１及び図２に示すように、建
材試料１２が配置される容器本体１４の底部下面に接触して配設されている。
【００１６】
次に、上記のように構成された本実施の形態に示すガス測定用器具１０を用いて建材試料
１２から放散されるガスの種類及び濃度を測定する場合の動作について説明する。
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まず、容器本体１４内の底面中央箇所に建材試料１２を配置し、さらに、蓋部材１６の光
源支持機構２８の支持ロッド２８２に設けたランプソケット３４に、建材試料１２の放散
ガスの光化学反応による分解に必要な波長の光、例えば３３０ｎｍ以下の波長の紫外線光
を発する光源１８、例えば蛍光ランプ１８を装着する。この状態の蓋部材１６を容器本体
１４の開口１４１に係合して容器本体１４を密閉する。そして、可変電圧調整器３６をＡ
Ｃ１００Ｖ電源に接続し、この可変電圧調整器３６から所定の電圧を蛍光ランプ１８に供
給することにより蛍光ランプ１８を所定の光強度で点灯させる。この時、ガス採取口２０
のコック２０１及びガス注入口２２のコック２２１はそれぞれ閉じられており、ガス採取
口２０にはガス検出手段３８が接続されている。
【００１７】
かかる状態で、加熱手段２４を動作させることにより、容器本体１４内の建材試料１２を
常温（２５℃程度）より高い温度に加熱する。これにより、建材試料１２から放散される
ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、アンモニア、トリメチルアミン、酢酸のような
常温で揮発する物性の有機化合物の放散速度を早めることができる。
容器本体１４内に放散された有機化合物は、コック２０１を開くことにより、ガス採取口
２０からガス検出手段３８に供給され、このガス検出手段３８により、建材試料１２から
放散された有機化合物の濃度及び種類が測定される。
なお、建材試料１２の放散ガスをガス検出手段３８に供給する場合、ポンプを利用して行
うようにしてもよい。
【００１８】
このように蛍光ランプ１８から発する紫外光が建材試料１２に直接照射されると、その光
エネルギーで有機化合物が分解される。この時、有機化合物の分解を助成する光触媒には
、例えば二酸化チタンがあり、この二酸化チタンが光を吸収してそのエネルギーにより有
機化合物を分解する反応を起こす触媒として作用する。したがって、このような光化学反
応を助長する光触媒を含む塗料などを建材に塗布しておくことにより、建材に光によるガ
ス分解作用を持たせることができる。
また、光源１８に蛍光ランプ以外の他の波長を有するキセノンランプのような光源を用い
た場合には、この光源からの光エネルギーにより建材試料１２が劣化され、これによって
、建材試料１２に有機化合物の放散を促進させるような作用を持たせることができる。
【００１９】
また、支持ブロック２８１の支持ロッド２８２を上下方向に移動することにより、光源１
８を建材試料１２に対して離間または接近させ、これにより、建材試料１２に対する光エ
ネルギーの強度を変え、放散ガスの光化学反応による分解作用及びガスの放散促進作用を
調節することができる。また、建材試料１２に対する光源１８の位置を変えることなく、
可変電圧調整器３６から光源１８に供給される電圧を変えることにより、上記と同様に放
散ガスの光化学反応による分解作用及びガスの放散促進作用を調節することが可能になる
。
【００２０】
また、石膏ボードのような建材試料１２の特定ガス、例えばトルエン、アンモニアなどの
吸着性能を測定する場合は、トルエン、アンモニアなどの特定ガスをガス注入口２２から
、蓋部材１６で密閉された容器本体１４内に所定量注入し、この状態で、上記と同様の方
式で上記特定ガスの濃度を測定すればよい。この場合、建材試料１２の吸着性能を評価で
きるほか、建材試料１２の光化学反応による外来ガスの分解性能をも評価できる。
【００２１】
次に、このガス測定用器具１０を用いて、建材から放散される特定ガスの分解性能を測定
した場合の実施例について説明する。
この実施例においては、建材試料１２に、石膏ボード表面に二酸化チタン等の光触媒を含
む塗料を塗布したボードを用い、光源１８には、光触媒が反応する紫外線領域の光を発す
る、例えば５Ｗ程度の光源（ブラックライト）を用いた。また、ガス採取口２０にガス検
出手段３８の１つである検知管を接続し、さらに、蓋部材１６で密封された後の容器本体
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１４内にガス注入口２２からアンモニアとトリメチルアミンの混合物を所定量注入した。
この条件下で、光源１８を点灯し、また、必要に応じて加熱手段２４を動作させて容器本
体１４内の建材試料１２を常温（２５℃程度）またはこれ以上の温度に加熱し、この状態
を維持しながら、１日後、４日後、７日後の特定ガス（アンモニアとトリメチルアミン）
のガス濃度の経時変化を容器本体１４内のガスをガス採取口２０に接続した検知管により
測定した。
【００２２】
この時の本発明の実施例における測定結果は図３に示すようになり、また、容器本体１４
内に光源１８を有しない従来方式の測定結果は図４に示すようになる。
したがって、図３から明らかのように、本実施の形態に示すガス測定用器具１０を用いた
場合、本実施例におけるアンモニア及びトリメチルアミンの１日後、４日後、７日後のガ
ス濃度は大きく減少していることが確認された。これに対し、図４に示す従来方式におけ
るアンモニア及びトリメチルアミンの１日後、４日後、７日後のガス濃度の減少量は極め
て少ないことが確認された。このことは、容器本体１４内に光源１８を設けて、光源１８
からの光を建材試料１２に直接照射するようにしたためである。
【００２３】
　このように本実施の形態によれば、容器本体１４内に建材試料１２の放散ガスを光触媒
を介して光化学反応により分解するための波長の光を出す光源１８または建材試料１２か
らのガスの放散を促進するための波長の光を出す光源１８をランプソケット３４に取り付
け、この光源１８が発する光を建材試料１２に直接照射する構成にしたので、建材試料１
２を収容する容器本体１４が紫外線光の透過しにくいガラスや光を完全に遮断してしまう
金属材のような材質で成形されていても、これに左右されることなく、建材試料１２に必
要な波長の光エネルギーを確実に供給することができる。これにより、ガスの放散促進や
放散ガスの光化学反応による分解を容易に実現できるとともに、容器本体１４をガラスま
たはステンレス等の金属で構成できるため、ガスの漏出がなくなり、より正確なガス濃度
測定が可能になる。
【００２４】
また、本実施の形態によれば、容器本体１４内の光源１８を支持機構２８により上下方向
に移動可能にして、光源１８を建材試料１２に対して離間または接近できる構成にしたの
で、建材試料１２に対する光エネルギーの強度を変えて、放散ガスの光化学反応による分
解作用及びガスの放散促進作用を調節することができる。
また、本実施の形態によれば、可変電圧調整器３６から光源１８に供給される電圧を変え
ることにより、建材試料１２に対する光エネルギーの強度を変えて、放散ガスの光化学反
応による分解作用及びガスの放散促進作用を調節することができる。
また、本実施の形態によれば、建材試料１２を加熱手段２４により加熱することにより、
容器本体１４内での建材試料１２からのガスの放散を促進させることができる。
【００２５】
なお、上記実施の形態では、建材試料１２から放散されるガスが揮発性有機化合物である
場合について説明したが、本発明はこれに限らず、二酸化炭素や水蒸気（湿気）などの無
機質系ガスの測定にも適用することができる。
また、本発明における容器本体１８は、上記実施の形態に示す構造のものに限らず、周知
のガラス製デシケータータイプの容器であってもよいほか、その形状及び構造は限定され
ない。
また、本発明における加熱手段２４としては、上記実施の形態に示す方式のものに限定さ
れず、容器本体１８全体を収容できる恒温槽であってもよい。
【００２６】
【発明の効果】
　以上のように本発明にかかる建材の放散ガス測定用器具によれば、容器本体内に建材試
料の放散ガスを光触媒を介して光化学反応により分解するための波長の光を出す光源をラ
ンプソケットに取り付け、この光源が発する光を建材試料に直接照射する構成にしたので



(7) JP 4100608 B2 2008.6.11

10

20

、建材試料を収容する容器本体が紫外線光の透過しにくいガラスや光を完全に遮断してし
まう金属材のような材質で成形されていても、これに左右されることなく、建材試料に必
要な波長の光エネルギーを確実に供給することができる。これにより、ガスの放散促進や
放散ガスの光化学反応による分解を容易に実現できるとともに、容器本体をガラスまたは
ステンレス等の金属で構成できるため、ガスの漏出がなくなり、より正確なガス濃度測定
が可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態における建材放散ガス測定用器具の全体の構成図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線に沿う拡大縦断面図である。
【図３】本発明の実施の形態にかかる建材放散ガス測定用器具を用いて建材の放散ガス濃
度の経時変化を表した図である。
【図４】従来における測定用器具を用いて建材の放散ガス濃度の経時変化を表した図であ
る。
【符号の説明】
１０　放散ガス測定用器具
１２　建材試料
１４　容器本体
１６　蓋部材
１８　光源
２０　ガス採取口
２２　ガス注入口
２４　加熱手段
２８　支持機構
３６　可変電圧調整器
３８　ガス検出手段
【図１】 【図２】

【図３】



(8) JP 4100608 B2 2008.6.11

【図４】



(9) JP 4100608 B2 2008.6.11

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｇ０１Ｎ  30/04     (2006.01)           Ｇ０１Ｎ  30/00    　　　Ｊ          　　　　　
   Ｇ０１Ｎ  30/88     (2006.01)           Ｇ０１Ｎ  30/04    　　　Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０１Ｎ  30/88    　　　Ｃ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０１Ｎ  30/88    　　　Ｍ          　　　　　

(56)参考文献  特開２０００－０６５８１９（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－１５９５９２（ＪＰ，Ａ）
              特開２００２－２３５３８２（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－０６２３２２（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G01N   1/28
              G01N   1/22
              G01N  31/00
              G01N  31/10
              G01N  30/00
              G01N  30/04
              G01N  30/88


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

